
第５学年 算数「円と正多角形」



【授業の概要】

本単元は，円を利用した正多角形の構成や作図などの操作活動を

通して，正多角形の意味や性質を理解したり，円周率の意味を理解

して円周を求めたりすることを目標としている。そこで，まず児童

に，「正多角形は辺の長さや角の大きさがすべて等しい」という性質

を利用して円の中心の周りの角を等分し，円と正多角形を相互に関

連付けながら，手書きで正多角形をかく方法について理解させた。

次に，児童にコンピュータに意図した正多角形をかかせるプログ

ラムを考えさせ，正多角形をかくための「きまり」を見つけさせた

り，「きまり」がどんな正多角形にも当てはまることを確かめさせた

りした。さらに，発展として正二十角形等の新たな課題に取り組む

時間を作った。ジャストスマイル８には，簡単な作図から自分が考

えた作図までステージが用意されている。児童は各ステージをクリ

アしながら，難しい課題にも意欲的に取り組み，正多角形の性質に

ついて自ら理解を深めていた。

【プログラミングを取り入れた効果】

授業では，正多角形の作図をプログラミングすることで，内角と

外角の違いを視覚的に実感し，正多角形についての理解をより深め

ることができると考えた。実際に，プログラミングの繰り返しの便

利さや，プログラムした結果をすぐ試すことができることから，計

算や作図が苦手な児童も，問題解決に向けて主体的に追求すること

ができていた。また，失敗してもプログラムの一部を修正すれば正

多角形がかけるので，試行錯誤を繰り返しながらも集中が途切れる

ことなく取り組むことができた。

前時までに児童は，正多角形の基本的な性質を使って，手書きで

正多角形を作図することを経験した。その後で，プログラムでの作

図を体験することで，手書きより正確に速くかけることや，手書き

で難しい図形もコンピュータでは簡単にかけることに気づき，コンピュータで処理するよさを実感す

ることができた。

【授業を終えて】

算数科単元「円と正多角形」の授業にプログラミングを取り入れることにより，児童は主体的・対

話的な学習や論理的思考を体験しながら，正多角形の性質の学びをより深めることができたと考える。

授業では，多くの児童が正三角形をかくプログラムで失敗を経験することを想定して，あえて何も教

えずに考えさせた。児童は，正三角形が上手くかけないことに気づき，コンピュータの画面上に分度

器をあてて考えたり，紙にかいた三角形を指でなぞったりしながら検証していた。教師側が特別な準

備や細かな指導をしなくても，ペアの友達同士で仮説を立てて対話をし，コンピュータを使って検証

しながら課題を解決していく姿が見られた。

このことから，児童に論理的な思考を育てるのにとても有効であると感じた。課題としては，コンピ

ュータの立ち上げに時間や手間がかかることがあげられる。コンピュータの使用環境の充実が必要で

あると感じた。


